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饗褥瘡防止対策委員会
本委員会は、院内褥瘡対策を討議・検討し、その効率的な推進を図ることを目的に、2002年6月に設置されま
した。
定例会では以下の事項を調査・審議しています。
　　1．褥瘡および合併する感染予防対策の確立に関すること
　　2．褥瘡と合併する感染予防の実施、監視および指導に関すること
　　3．感染褥瘡源の調査に関すること
　　4．褥i瘡予防に係る情報の収集に関すること
　　5．その他褥瘡および合併する感染対策についての重要事項に関すること
　年度別褥瘡発生数は表の通りです。2008年度の褥瘡発生数は47で、ほぼ例年並みでした。他院や自宅ですでに
発生していた“持込”が16、院内発生が31で、院内発生数は減少傾向にあります。最悪化ステージでは、例年ど
おりステージ■が最多で、ステージ皿・IVの重症例が3例でした。
　今後も、マットの選択を含めた予防対策、またドレッシング剤・軟膏などによる局所ケア、栄養状態改善を含
めた全身ケアに積極的に取り組む必要があります。
　2008年度には、委員会の中に「看護部創傷事例検討会」が設けられました。奇数月の第2火曜日に、実際の創
傷事例の検討を行っています。
　褥瘡危険因子の評価法として、2008年10月よりOHスケールを採用し、マットレス選択などの褥瘡対策を強化
しました。
　院内勉強会では、2009年3月10日にフットケア勉強会を開催しました。
　ドレッシング剤に関しては、メロリン（10x10cm）とレプリケア（10x10cm）を採用し、使用数の少ないテ
ガソープ（全サイズ）とオプサイト（15．5x8．5cm）を取り消しました。
　褥瘡発生報告書のコンピューター入力に関しては、今後も各主治医の御協力をお願いする次第です。
文責　後藤　真彦
年度別褥瘡発生数 2009年5月9日現在
発生数 最悪化ステージ
計 うち持込 1 ］工 皿 IV 治療中 不　明
2002年度（2002年6月～2003年3月）34 不明 15 14 0 0 0 5
2003年度（2003年4月～2004年3月）34 不明 2！ 11 2 0 0 0
2004年度（2004年4月～2005年3月）65 28 5 54 5 1 0 0
2005年度（2005年4月～2006年3月）52 9 1 47 4 0 0 0
2006年度（2006年4月～2007年3月）51 14 2 44 2 3 0 0
2007年度（2007年4月～2008年3月）44 10 0 40 2 2 0 0
2008年度（2008年4月～2009年3月）47 16 1 39 2 1 4 0
ステージ　1　発赤のみ
　　　　　II水庖、表皮剥離、びらん、浅い潰瘍
　　　　　皿　皮下脂肪層に至る潰瘍
　　　　IV筋・骨に至る潰瘍
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